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トを配布した（全数調査；配票数 枚、回収数 枚、回収率 ％）。暫定的な結果・考察として、
第 に子どもの学習支援に対しては保護者の約 割が肯定的な見解であった。第 に、家庭の困り感では、
約 割が少なからず「経済的な困り感」を抱えていた。第 に、生活困窮世帯と思われる世帯が全体の約 ％
にみられた。
４．今後の課題と発展性
今後の課題としては、主に 点である。第 は、プロジェクト の継続と事業展開の発展である。特に次
年度は担い手の多様化を目指した取り組みを行っていきたい。また本年度の予備的調査から、本格実施のア
ンケート調査をする予定である。第 に、プロジェクト では、アンケート調査の詳細な分析後になるが、
子どもの学習支援事業の広報・啓発、生活困窮世帯が参加しやすい仕組み作りが必要となる。そのために次
年度においても科学的・実証的調査の実施を検討している。なお両プロジェクトの実施から、本市の子ども
と家庭に対する実態を調査する必要性がある。現在、実態調査を実施するための準備に取り掛かっている。
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